
わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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68
号
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編
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を
終
え
、

改
め
て
各
ク
ラ
ブ
の
活
動

報
告
等
を
読
み
ま
す
と
、

今
年
は
例
年
の
8
割
く

ら
い
の
行
事
が
実
施
さ
れ

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

各
種
支
援
も
再
開
さ
れ
て
動
き

や
す
く
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
芸

能
活
動
も
多
く
行
わ
れ
た
よ
う

で
す
。
短
歌
・
俳
句
等
文
芸
作
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も
多
く
寄
稿
さ
れ
、
各
ク
ラ

ブ
員
の
活
発
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活
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じ
ら

れ
ま
す
。
コ
ロ
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ま
し
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。
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ま
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。
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編  集  後  記

　1913年（大正2年）に発表され、当
時の尋常小学唱歌の「新作唱歌」に
収録された。早春の長野県安曇野地方
を訪れた吉丸が立春（2月4日頃）の
寒さと春本番を待ち望む情景を歌詞に
した。2006年から2007年にかけて文
化庁と日本PTA全国協議会が選定した
「日本の歌百選」に選ばれている。

お
楽
し
み
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

タテのカギ
雲の中にたまった電気が空中に放電す
る現象
トラック・自転車などの、荷物を載せ
る台の部分
幅の広い葉っぱを付ける樹木
他の動力によらず、自身の動力で走る
こと
植物が発芽するもとになるもの。種子
料理などを試しに食べてみるイベント
です
アコヤ貝にできる美しい玉の宝石
一定の領土に住む大勢の人による、統
治権を持った社会集団
めん類を、機械を使わずに手作業で
打って作ること
破り捨てること。約束などを一方的に
取り消すこと
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ヨコのカギ
硬い殻に包まれ、一対のはさみと多く
の足をもつ動物
熱いものをすぐに食べられないこと
文章の前に書いた大きく目立つ言葉
眠ったふりをすること。狸寝入り
直接目視確認できない箇所を確認する
医療機器
調べものに使います
二十日
戦争や災害などが起こること。「〇〇〇
の際」
人力のかわりに機械を使うこと
病気・けが
などが治る
こと

1

3
7
9
10

12
14
15

16
17

★
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ク
ラ
ブ
名
を
明
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の
う
え
、
市
老
連
事
務
局
（
11
ペ
ー
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の
投
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に
つ
い
て
の

　

お
知
ら
せ
欄
に
宛
先
記
載
）
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
正
解

　

者
の
う
ち
か
ら
抽
選
で
図
書
カ
ー
ド
を
10
名
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ

　

ザ
ッ
ク
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
美
術
展
の
チ
ケ
ッ
ト
を
各
５
組

10
名
、
森
永
乳
業
「
大
人
の
た
め
の
プ
ロ
テ
イ
ン
タ
ン
パ
ク

　

生
活
」
を
20
名
、吉
田
麺
業
「
き
し
め
ん
詰
合
せ
」
を
5
名
、

　

合
計
45
名
の
方
に
贈
呈
し
ま
す
。

★
締
切
は
2
月
15
日
（
当
日
消
印
有
効
）
で
す
。

★
前
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
は
2
6
8
通
の
ハ
ガ
キ
が
寄
せ

　

ら
れ
ま
し
た
。
正
解
は
「
エ
ン
カ
イ
ゲ
イ
」
で
し
た
。 ◎問題　タテとヨコのカギを解

いて、ABCDEFに入ることばを
見つけてください。

※プレゼント提供企業様に発送に必要な情報（当選者情報）を開示しますが、発送以外での利用はいたしません。
読者プレゼント お楽しみクロスワードを解いて応募しましょう（左下の応募要項参照）。

● 森永乳業株式会社 中部支社
〒461-8658 名古屋市東区徳川一丁目15-30 名古屋リザンビル4階
☎ 052-936-1591
営業時間 /月曜日～金曜日9：00 ～ 17：30

● 吉田麺業 店舗情報
中村区椿町6-9
中川区新家一丁目1918
中川区荒子二丁目222

エスカ店
千音寺店
荒 子 店

☎ 052-452-2875
☎ 052-432-2875
☎ 052-355-7003
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　いきいきとした生活を送るためにたん
ぱく質をとり入れることが必要ですが、
実はたんぱく質は運動しなくても消費さ
れています。大人のためのプロテイン「タ
ンパク生活」は、毎日の食事の中で無
理なくたんぱく質を補うことができます。

　小麦粉と塩、水のみで作り上げ
るきしめん。愛知県産「きぬあかり」
や三重県産「あやひかり」など麺
づくりに適した国産の小麦粉と、国
内産の塩、そしてまろやかな口当た
りの軟水で作り上げる吉田麺業のこだわりあるきしめんです。

大人のためのプロテイン タンパク生活 創業明治２３年。めん造り一筋 きしめん三昧

　パリを愛し、描き続けたアルベール・マルケ(1875-1947)、
モーリス・ユトリロ(1883-1955)、佐伯祐三 (1898-1928)、
荻須高徳 (1901-1986)。パリやその近郊はマルケ、ユトリ
ロにとっては慣れ親しんだ愛着のある街。佐伯、荻須にとっ
ては「絵を描こうとする喜びをよびさます」憧れの街で、尽
きることのない創造の源泉でした。この展覧会では、マル
ケ作品 7点、ユトリロ作品 10点、佐伯作品 8点、荻須作
品 27点、合わせて52点の作品を展示。20世紀初頭から
1970 年代にいたるまでのパリやその近郊を描いた絵画・版
画をお楽しみいただけます。また、同館コレクションの礎を
築いた初代館長山崎照幸夫妻に荻須が送った書状も併せて
展示し、画家とコレクターの交流の一端もご紹介します。

● ヤマザキマザック美術館（地下鉄「新栄町」駅直結）
会期 / 2022年10月28日㈮～2023年2月26日㈰
開館 /平日10：00～17：30、土日祝10：00～17：00 ※入場は閉館30分前まで
休館 /月曜日・年末年始（12月29日～1月4日）※月曜日が祝日の場合は開館、翌日休館
観覧料 / 一般 1,300 円、小中高生 500円、小学生未満無料
☎ 052-937-3737　ホームページ https://www.mazak-art.com
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パリに生きた画家たち マルケ、ユトリロ、佐伯祐三、荻須高徳が見た風景
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